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B－35　B尤噴露とキ･tノンテス9 ー照射槌験の瓦軌（I )

　　　文化す大叡玖（ﾆ）高恚由芙子　成瀬福子　.1ヽ)"l 卒如

　目的　布地の耐尤椎を詣べるのic 耐1t玖験機を用いるが’、ぞの誌験締隻が｀。日光曝

露の試蕪as 粟とどのようi< 対lit-するかを調ぺぶr, 乙した。

　ち-去　今回Id 絹とナイロンの黄褐変を中心としてiaべるr= めに. 似絵布としてI3、

富セ絹(･MT池）とﾌﾟ’イa ンタフタ　に0^'^駈）を印いた。B 1t 曝覧玖,it Id . 7 H . X

日. 9 日の好天気の日をii. び, ■＼11]10時頃から午後3 時頃忌での太lf 衰丿良にあてだ。

耐*執験槽と。しｰては、キセ; ンテスターを吊いヽて、一僚講光－til' よ･) , 日*曝蕎o紫

外玖量乙同一カウント■f- ・?s 射を行なった。ｉ､布と各允をあてだ誌験布をc. I.E.表色

珪i' ４ り測色を行ない、原布と<n偏色をl＼| B S 単<S.てヽヽ表幻し. Bie魂霧。場合とキt

ノン牙7.ターSs射の場合を比較検rtしf--。

　結粟　1 . a 光Bt 露約幻時間1^ 7 75カウi.トで, キセノンテスター照徊時陥納?時

Pal30勿r. 細当オる。２、i*絹。場ら、日光曝露^キセノ:^ラスター明射Kつヽヽて、

明i. の及化は'Iヽi C ,かつ差がない。彩度･3 曰光at 覧･きib りしト数が｀増寸に､鹿･、z 高

C KiっていC が、キセ. ノ>,照射I? 対寸る変化の傾向a 顕著でヽない。色相13 , キiz-)ン

照射り方が｀日乾曝－よ･）大！い変化を与えている。3、ナイa ンタフタにつ>ヽ"7 ･3 .

明g 1さSi老乙% ほとしどi司じヽ傾ta にカウこ。卜敏か･*4寸とわずか-fg 乙なる. 翫ft ･ 色柘

の変化は絹ぷり4 、･ヽさこ.日1t峨露り方がキiz.) 。照射よ') * 哨･^ tヽ柘がヽ火きい。

　　　Ｂ－36　簡易泳色の実際草木貸にー、r ( 釧釈)

　　　　　　なカタリナ女孫大　自　石　方　チ

　目的奮夏政客の李節に恵､ダだ戦が劇では、－今J^ にぞ屠豊富Iこ必魚^ヽな草木、草

花があ"].身辺/iヽな肯粁が'試料i: L X取りあゲ3 i i

/r淳. 幼日頃、ポーゼン尨. るヽでり草のらすぎり汁をりi゛つX.バ＼/こ海I) っr‘て在ん

て｀い)振雛&あり■̂跨の殲･い色東を片の廻りに生かし-Lい%.ことからi.趣味凍り色碑

を縁服.今ぷ城に刈甲すi こと杏ヽ意､昧塚叫のて"あ^ ことjヽらと.') あゲだ．

　方攻　試料・吸嬢県豪気の減製枇^fLif^、

　　　　　　゜丞凍嫁嵐.if花の雌瀕、ゼリ＝ユ-A. 篇、市羞草、マゴ吋･　くち

　　　　　　　・し、ど入ろ実鴨StM，

　　　　　　・参考の寅陳、4栄転

　　　　　　o声り^ 作昴と絆°ヵ浪舶'ラテン加^)
　μ衆　臓･い紙ヽ如･か))あi溥丸炊･こ装着したの減恥-i 八呑なく・草あ依り

吏といめかI、曰光r-i球槌色レやり)との/ひ配卜この加ヽ用作昂七吻知゛/? b す･B延

Ｚし乙ば､、ぜラーヱー∠ivヽべ｀ゴ｀二やこぢ「'T‘^ヽ鮮かて゛ヽ量^ 多く￥加てよ｣レフr~.

噛の/ヽが騰素のめ･傭い、つT､t昧めに珊つf=. i:祗財糾いのい^o)ざれ″乙

ft <nレI) . ヶ慮の琲參ゐを命i- りヽレ、(剛ヽ聊剱に刎作り鋤斥芙聴･-'Mヶたり


